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宮城県美術館所蔵

絵本原画の世界2022-23
The World of Illustrations for Children’s Books 2022-23

「こどものとも」は芸術性の高い絵本づくりを目指し、1956年に福音館書店から創刊された月刊

絵本です。「こどものとも」の魅力として、洋画や日本画、彫刻、漫画など、さまざまな分野で活躍す

る作家たちが絵本づくりを手がけたことがあげられます。作家たちは、ものがたりの表現にふさわし

い技法や材料を取りいれながら、これまでにない新しい絵本を生み出しました。

本展では、宮城県美術館の絵本原画コレクションから、「こどものとも」を語る上で欠かせない名

作、そして時代をこえて子どもたちに親しまれている絵本の原画を紹介します。

【出品作家】

秋野不矩、朝倉摂、池田龍雄、太田大八、太田忠、小野かおる、串田孫一、クロード岡本、小出保子、

齋藤眞成、佐藤忠良、竹山博、長新太、寺島龍一、中谷貞彦、中谷千代子、なかのひろたか、西巻茅子、

馬場のぼる、林明子、土方久功、堀文子、松下紀久雄、水四澄子、三好碩也、村田道紀、村山知義、

矢吹申彦、山田三郎、山中春雄、山本忠敬、山脇百合子、吉井忠、渡辺三郎

➀山脇百合子《ぐりとぐら》26-27頁原画 ②池田龍雄《ろくとはちのぼうけん》
18-19頁原画

③佐藤忠良《ババヤガーのしろいとり》
26-27頁原画

④村山知義《しんせつなともだち》表紙・裏表紙原画
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展覧会のみどころ

１．「こどものとも」と絵本作りの歩み

上質な美術体験を与える絵本づくりを目指して、創刊された月刊誌「こどものとも」。一つの物語をす

べて一人の作家が手掛ける月刊の絵本は、創刊当時の出版界ではほとんど未開拓の領域でした。美

術の幅広い領域から絵の描き手を求め、絵画、彫刻、デザインなどさまざまな分野の作家たちが絵を

寄せました。草創期の「こどものとも」は、編集者だけでなく、作家たちの思い思いの表現を試す場とな

り、作家たちはさまざまな技法を取り入れ、自由な表現で絵本制作を手掛けました。さらには絵本の世

界に羽ばたく作家を発掘することを願い、判型や紙数の改革を重ねた「こどものとも」から、今日も親し

まれる数多くの絵本が生み出されました。

２．初期の作品・人気の作品が集結

ふたごの野ねずみぐりとぐら、はじめてのおつかいに行くみいちゃん、ぶたぶたくん、ぞうくん、かばくん、

きつねのきっこちゃん・・・絵本で出会った仲間たちが、時を経ても心に刻まれているのは、美術鑑賞の

原点となる絵本の世界に深く入り込んだ幼少期の体験があったからではないでしょうか。

本展では、宮城県美術館の絵本原画コレクション１0，000点を超える絵本原画コレクションの中から、

「こどものとも」を語るに欠かせない重要な作家や人気作品の絵本原画、34作家、51タイトル、354点

を一堂に紹介します。また、構想段階のスケッチや未使用となった原画もあわせて展示します。

⑤太田大八《がらんぼ‐ごろんぼ‐
げろんぼ》表紙・裏表紙原画

⑥山本忠敬《とらっくとらっくとらっく》10-11頁原画

⑦林明子《はじめてのおつかい》 表紙・裏表紙原画 ⑧なかのひろたか《ぞうくんのおおかぜさんぽ》
28-29頁原画
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４．絵本原画ならではの魅力

絵本原画は絵本のもととなったものです。印刷されて絵本

となったものとは違い、原画ならではの鮮やかな色彩や質

感、技法や画材の組み合わせ、文字を掲載するために設け

られた余白に加え、作家による絵の修正の跡などを見るこ

とができます。完成された絵本には見られない舞台裏の試

行錯誤があらわれた原画の世界をぜひこの機会に！

５．《ぐりとぐらのえんそく》は三重県立美術館のみ出品されます

巡回展の最終会場となるここでは特別に、山脇百合子《ぐりとぐらのえんそく》（1979年）の原画と展

示します。遠足に出かける２匹の好奇心あふれる動きを生き生きと描いた本作は、「ぐりとぐら」シリーズ

4作目の春の巻きとして四季をそろえる構想で制作されました。親しみやすい線と柔らかい色調で描か

れたぐりとぐらシリーズから２タイトル《ぐりとぐら》、《ぐりとぐらのえんそく》をご覧いただきます。

３．自由な表現、思い思いの発想で生まれた斬新な絵本

子どもたちに美しいものを見せたいと願った堀文子は、子どもの本は赤など鮮やかな色づかいのもの

という固定概念を打ち破り、黒い背景に淡い色彩がきらめく表紙絵を描きました。朝倉摂はコラージュ

を取り入れ、中谷千代子は使い慣れた油彩で材料の質感を活かしながら動物たちを描いて注目され

ました。線描でも色彩でも自由に表現した長新太、印刷技法を熟知して線版と色版を使い分けた山田

三郎、幅広い作風を繰り出した太田大八・・・。物語の世界を汲み取りながら、様々に自身の表現を工

夫していった作家ひとりひとりにご注目ください。

⑪中谷千代子《かばくんのふね》
12-13頁原画

⑫山脇百合子《ぐりとぐらのえんそく》
30-31頁原画

⑨朝倉摂《すねこ・たんぱこ》 18-19頁原画 ⑩長新太《なんじゃもんじゃはかせのおべんとう》
18-19頁原画

ほり ふみこ

あさくら せつ

なかたに ちよこ

ちょう しんた やまだ

さぶろう おおた だいはち
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会期中関連イベント

＊参加無料、事前申し込み不要です。
＊スライドトーク、読み聞かせにおいて手話通訳、要約筆記、その他支援の必要な方は２週間前まで

にご相談ください。

〇記念講演会
「ふくらむ絵本世界―宮城県美術館の絵本原画コレクションから」
講師 菅野仁美（本展企画者、宮城県美術館研究員）
日時：10月7日（土）午後2時から ＊90分程度
＊開場・受付は午後1時30分から
場所：三重県立美術館講堂
定員：150名 参加無料／当日先着順（直接講堂にお越しください）
＊手話通訳、要約筆記を行います。

〇三重県立図書館による出張図書館＆絵本の読み聞かせ
日時：10月29日（日）
場所：三重県立美術館エントランスホール

【出張図書館】
時間：午前10時30分から午後4時30分まで
展覧会関連図書の展示・貸出を行います。利用カードの新規作成も行います。
※詳細は美術館ウェブサイトをご確認ください。

【絵本の読み聞かせ】

時間：午前11時から、午後3時から ＊各回約30分
読み手：三重県立図書館 司書
展覧会出品作の絵本を見て聞いて楽しむ、おはなし会です。
＊どなたでも参加できますが、座るスペースが限られているため、立見となる場合がございます。

〇担当学芸員によるスライドトーク
日時：10月21日（土）、11月25日（土） 各日 午後2時から ※各回40分程度
＊開場・受付は午後1時30分から
場所：三重県立美術館講堂
定員：150名 参加無料／当日先着順（直接講堂にお越しください）

〇「ぐりとぐら」とあそぼう！
日時：会期中いつでも ＊混雑状況によっては、変更となる場合がございます。
場所：三重県立美術館エントランスホール
対象：どなたでも（未就学児は大人と一緒に）

★「ぐりとぐら」のお絵かきコーナー
「ぐりとぐら」から生まれた、「たまごのくるま」。
はこんでみたいものを自由にかいて色をぬってみよう！

★「ぐりとぐら」のぼうしをつくろう

「ぐりとぐら」のぼうしを、おって、はって、かぶって楽しもう！
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展覧会概要

会期：2023年10月7日（土）から12月10日（日）まで

会場：三重県立美術館（三重県津市大谷町11番地）

開館時間：午前9時30分から午後5時まで（入館は午後4時30分まで）

休館日：毎週月曜日 ※ただし10月9日（月・祝）は開館、翌10日（火）は休館

主催：三重県立美術館、中日新聞社

助成：公益財団法人岡田文化財団、公益財団法人三重県立美術館協力会

特別協力：宮城県美術館、福音館書店

企画協力：キュレイターズ

観覧料：一般 1,000（800）円 学生 800（600）円 こども無料（高校生以下）

※（ ）内は前売および20名以上の団体割引料金

・この料金で、常設展示室（特集展示含む）、柳原義達記念館もご覧いただけます。

・生徒・学生の方は生徒手帳、学生証等をご提示ください。

・障害者手帳等（アプリ含む）をお持ちの方および付き添いの方1名は観覧無料。

・教育活動の一環として県内学校（小・中・高・特別支援）および相当施設が来館する場合、引率者

も観覧無料（要申請）。

・毎月第３日曜日の「家庭の日」（１０月１５日、１１月１９日）は団体割引料金でご覧いただけます。

・主な前売券販売所：チケットぴあ、ファミリーマート、セブン‐イレブン他

【広報文➀】約50字

「こどものとも」を語る上で欠かせない名作のみならず世代を超えて親しまれる絵本の原画の

数々を紹介します。

【広報文②】約100字

芸術性の高い絵本づくりを目指し、1956年に創刊した「こどものとも」。様々な分野で活躍する

作家たちが絵本づくりを手掛けました。本展では「こどものとも」の名作のみならず世代を超え

て親しまれる絵本の原画を紹介します。

【広報文③】約１５０字

幼少期に上質な美術体験を与える絵本づくりを目指して福音館書店が1956年に刊行した月

刊絵本「こどものとも」。幅広い分野の作家たちがさまざまな技法を取り入れ、自由な表現で絵

本制作を手掛けました。本展では、宮城県美術館が所蔵する初期の原画コレクションから選りす

ぐった魅力あふれる作家、作品の数々を紹介します。
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広報画像のご提供について

下記の画像を広報用に提供します。ご希望の方は、注意事項をお読みの上、下記の連絡先に、希望

の画像をお知らせください。メールにて画像データをお送りいたします。

●ご注意事項

・作品画像のご使用は、本展の広報目的場合に限ります。本展覧会終了後は使用できません。

・作品画像は必ず全図でご使用ください。画像への文字のせ、画像トリミングはご遠慮ください。

・掲載に当たっては、下記のキャプションを画像と一緒に記載してください。

・ウェブサイト上に掲載する場合はコピーガードをかけ、転載禁止の旨を明記してください。

・画像データの広報目的以外の使用はできません。

【作品画像のキャプション】

➀ 山脇百合子《ぐりとぐら》 26-27頁原画 宮城県美術館蔵

② 池田龍雄《ろくとはちのぼうけん》 18-19頁原画 宮城県美術館蔵

③ 佐藤忠良《ババヤガーのしろいとり》 26-27頁原画 宮城県美術館蔵

④ 村山知義《しんせつなともだち》 表紙・裏表紙原画 宮城県美術館蔵

⑤ 太田大八《がらんぼ‐ごろんぼ‐げろんぼ》 表紙・裏表紙原画 宮城県美術館蔵

⑥ 山本忠敬《とらっく とらっく とらっく》 10-11頁原画 宮城県美術館蔵

⑦ 林明子《はじめてのおつかい》 表紙・裏表紙原画 宮城県美術館蔵

⑧ なかのひろたか《ぞうくんのおおかぜさんぽ》 28-29頁原画 宮城県美術館蔵

⑨ 朝倉摂《すねこ・たんぱこ》 18-19頁原画 宮城県美術館蔵

⑩ 長新太《なんじゃもんじゃはかせのおべんとう》 18-19頁原画 宮城県美術館蔵

⑪ 中谷千代子《かばくんのふね》 12-13頁原画 宮城県美術館蔵

⑫ 山脇百合子《ぐりとぐらのえんそく》 30-31頁原画 宮城県美術館蔵

※画像番号、作家名、作品名、原画のページ、所蔵館

■お問い合わせ
三重県立美術館
［企画担当］ 橋本三奈
［広報担当］ 村上敬 鈴村麻里子 内藤由華
TEL：059-227-2100（代表）／FAX：059-223-0570
E メール：bijutsu2@pref.mie.lg.jp
〒514-0007 津市大谷町11 番地
https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/art-museum/
Follow us on X（Twitter） @mie_kenbi
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